
全員協議会会議録 

 

１ 日  時  令和２年９月２３日（水） 

 １３時００分開会 １４時２２分閉会 

 

２ 場  所  第２委員会室 

 

３ 出席議員  深沼達生、川上 均、山下清美、中河つる子、鈴木孝寿、佐藤幸一、 

        西山輝和、口田邦男、中島里司、奥秋康子、加来良明、髙橋政悦、 

        議長： 桜井崇裕 

 

４ 事 務 局  事務局長：田本尚彦、次長：宇都宮 学 

 

５ 説 明 員   

（１）町長からの申し出事項 

町長：阿部一男、副町長：山本 司、総務課長：神谷昌彦 

 ・第６期清水町総合計画の進捗状況について 

   企画課長：前田真、同課長補佐：川口二郎、同政策企画係長：田村幸紀 

・清水町強靭化計画（案）について 

  総務課参事：鈴木 聡 

・認定こども園開設及び幼稚園統合スケジュール（案）について 

  子育て支援課長：逢坂登、同課長補佐：渋谷直親、同児童保育係長：岡田裕二 

・第２回十勝清水にんにく肉まつりについて 

   農林課長：寺岡治彦、同課長補佐：葛西哲義 

 

６ 議  件 

（１）町長からの申し出事項について 

  ・第６期清水町総合計画の進捗状況について 

・清水町強靭化計画（案）について 

・認定こども園開設及び幼稚園統合スケジュール（案）について 

・第２回十勝清水にんにく肉まつりについて 

 （２）議会運営委員会からの報告事項について 

  ・模擬議会について 

 （３）その他 

 

７  会 議録  別紙のとおり  

  



全員協議会【 開会 １３：００ 閉会１４：２２ 】令和２年９月２３日 

                                          

 

桜井議長：只今より、全員協議会を開催したいと思う。まずもって、定例会、

大変ご苦労様でございました。決算審議を含めて活発な意見を出

していただいたことに対し感謝申し上げる。今日は、町長のほう

からの申し出事項についてを中心として全員協議会を開催したい

と思うので、よろしくお願い申し上げる。 

     それでは、町長からご挨拶をいただきたいと思う。 

阿部町長：只今、議長のほうからもお話がありましたけど、午前中までの定

例議会、皆さんにおかれましてはお疲れ様でございます。午後か

らのこの全員協議会については、議長に説明の機会を与えてほし

いということでお願いをしたところ、こういう機会をいただきま

したことをお礼申し上げる。私のほうからは４点について説明さ

せてもらうので、皆さんからの意見をいただきながら、更に今後

の行政を進めてまいりたいと思うので、どうぞ、よろしくお願い

する。 

桜井議長：それでは、資料に基づいて、各担当課から説明を受けて、皆さん

のほうから質疑等があればお受けして進めさせていただく。 

 

（１）町長からの申し出事項 

・第６期清水町総合計画の進捗状況について 

 

桜井議長：まず１点目として、第６期清水町総合計画の進捗状況について企

画課より説明をお願いする。 

企画課長（前田 真）：（説明員の紹介） 

     私のほうからは概略を説明し、後ほど政策企画係長のほうから詳

細について説明を差し上げたいと思う。令和３年度からスタート

する第６期清水町総合計画の現在までの進捗状況についてご説明

申し上げる。昨年の７月から無作為抽出の町民で構成された住民

協議会、清水ミライ自分ごと化会議は８月 31 日に全ての議論を終

了し、９月 13 日に開催された清水のミライを考えるまちづくりセ

ミナーにおいて 20 の提言を頂いたところである。提言内容につい

ては、９月８日に町長以下課長職全員で構成する総合計画策定会

議において説明し、現在、各課において、配付した基本計画をた

たき台として、内容について検討策定作業を進めているところで

ある。９月 15 日には、総合計画審議会において現在までの進捗状

況を説明し、委員の皆さんからご意見等を頂いた。今後は、役場

内部的な作業となるが、基本計画と並行して実施計画の作成に入

る。予想される大型事業については、関係課長で組織する公共用

地未利用地等検討委員会を中心に、８月下旬の関係課ヒアリング

において事業の方向性や実施年度等をある程度整理しているので、

その他経常経費あるいはソフト事業について、今年度の決算予測

等を折り込みながら今後も検討を重ねてまいる。また、担当課に

よる検討だけではなく、現在、役場の若手職員で構成する自由発

想会議で検討を重ねてきた内容を町長等幹部に伝えるほか、課長

補佐や係長で構成するプロジェクトチームにより分野横断的な議

論を重ねる予定である。基本計画の策定に合わせて基本構想を整

理し、全町民に向けたパブリックコメントの募集を 10 月中旬から

実施したいと考えているが、最近の傾向によると、パブリックコ



メントはさほど積極的に提出されていない状況にあるので、行政

側から、各種団体、地域等に出向き、ご意見を頂く努力を重ねて

いきたいと考えている。その間、議会の皆様方にも適宜進捗状況

をお知らせし、疑問点の解消等に努めていきたいと考えていると

ころである。全てのご意見を整理した後、総合計画審議会に内容

を諮問し、回答を反映させた後、12 月の議会にご提案したく考え

ているので、ご理解のほどよろしくお願いする。本日は、配付し

た資料により、第６期総合計画の全体構成と清水ミライ自分ごと

化会議の提言内容について、担当の政策企画係長より説明する。

また、併せて、具体的な策定スケジュールについても説明申し上

げる。できるだけ簡潔に説明するが、20 分程度お時間を頂くこと

をご理解ください。 

政策企画係長（田村幸紀）：私のほうから、第６期清水町総合計画の策定状況

について、４つの資料に沿って説明していく。お配りしている資

料、資料１が、現段階で企画課で作成している基本計画の素案で

ある。資料２が、清水ミライ自分ごと化会議から頂いた 20 の提案、

資料３が、以前お配りした総合計画の策定スケジュールを更に９

月から 12 月までの詳細を追加したもの、資料４が、本日説明で主

として使用するものである。また、このお配りした資料は、９月

15 日に開催した総合計画審議会へ提出したものと同一のものを

使用していることを申し添える。それでは、説明に入る。 

     まず、資料４をご覧ください。こちらでは、まず役割と期間につ

いて記載している。総合計画は、基本構想があって基本計画、そ

して実施計画の体系で構成し、12 月の定例会へ提案する項目につ

いては、基本構想と基本計画である。本来は、上から順に基本構

想、具体的なものを表した基本計画、更に具体を表した実施計画

があるのだが、実施計画と基本計画を検討した後に基本構想を描

き、まとめるというのが実務上の流れであることから、本日は基

本計画の素案について、資料１のとおりお示ししている。先ほど、

企画課長よりご説明したが、現在、実施計画については、大型の

ハード事業を含め約 300 の事業として検討を進めているところで

ある。基本計画は、10 年間のまちづくりの基本的な理念やそれを

実現するための手段となる施策を整理し分野ごとにまとめた計画

であるが、時代や社会変化に合わせて町の課題も変化することか

ら、前期５年、後期５年に区分して定めることとしている。 

     次のページである。第６期総合計画の基本的理念を定める上で、

アンケート結果を振り返る。昨年度６月に実施した町民 2,000 人

アンケートでは、623 人、31.2％の回答を得て、町の強みや課題

について回答を頂いた。３ページに記載しているのが、町の強み

のベスト 10 である。交通の要衝、自然、農業、食、子育て、第九

とホッケーなどがあった。４ページ目が、町の課題のベスト 10

である。町民が考える様々な町の課題の中で一番衝撃を受けたと

いうものが、課題の第１位に載っている、町の強みはあるけど、

それを生かしきれていないというところである。 

     次のページである。強みはあるけど生かしきれていない、強みは

あるという自覚、更に生かしきれていないという認識が多いとい

う結果を受けて、第６期総合計画では、これまでの第５期総合計

画が目指してきたまちづくり全般を継承し、更に強みを生かして

課題を克服するといったことを生活者視点で議論を進める、清水

ミライ自分ごと化会議の意見をぜひ色濃く取り入れたいと進めて

まいった。 



     次のページである。清水ミライ自分ごと化会議は、町民 2,000 人

の無作為抽出のアンケートと併せて参加を呼びかけ、応募率は

2.5％であった。無作為の抽出なので、各世代や男女別にもほぼ均

等となり、より幅広い意見を聞くことができた町の縮図と言える

組織であったと思っている。40 代以下の参加が全体の約半数の

49％を占め、そのうち 14 名が女性、10 年後に町を支える世代、

次世代の子どもたちを育てている世代の女性が多く集ってくれた

協議会となった。 

     次のページである。そして、もう一つ、今、まちづくりを進める

上で重要なポイントは、やはり人口減少と少子高齢化社会である。

このグラフは、６月の人口動態の報告時にお配りしたものと同一

のものであるが、今、取り組んでいる施策を変わらず同じペース

で進めていった場合の人口推計を算出したものである。上の黄緑

色が、今年の４月の時点の人口を基に、企画課独自に推計したも

のである。清水町は毎年 100 人のペースで人口が減少しており、

10 年間で約 1,000 人の人口減が進んでいる。人口減少問題は清水

町だけの課題ではないので、清水町だけ右肩上がりに人口増を掲

げるのは現実的ではない。今やるべきことは、この減少カーブを

緩やかにする施策を打つことに視点を変えていくということであ

る。 

     つまり、次のページであるが、第６期基本計画を策定にするに当

たり、これまでの第５期総合計画を発展的に継承しつつ、更に強

みを生かして課題を克服すること。外へ町の魅力を発信すること

はとても重要なことであるが、まずは清水町に住んでいる人の幸

福感や満足感を増やすこと。人口減少や少子高齢化が進む中で、

町の規模を小さくして、その中で健康や福祉、子育て、教育、文

化などの質を高めるということ。物の豊かさだけではなく、心の

豊かさ。心の豊かさをつくる人と人とのつながりを大切にして、

地域で支え合うまちづくりがこれからも必要になってくるという

こと。これが清水ミライ自分ごと化会議で方向づけられた思いで

あり、総合計画を策定するに当たっての基本的な理念としている

ところである。 

     次のページである。基本計画の体系である。先ほどの基本的理念

に基づき、第５期の第５編 23 章から、第６期は６編 38 章でたた

き台をつくっている。 

     次のページでは、６編 38 章をタイトルで分類している。赤枠で表

示されているのが、先ほど来お話ししている清水ミライ自分ごと

化会議で議論を進めてきた重点項目である。また、新たな項目や

細分化して独立させた項目には、「（Ｎｅｗ）」と記載している。こ

れを見てお分かりいただけると思うが、今までなかったものを新

たに追加したのではなく、基本的理念に基づき、今まで統合され

ていたものを独立させたものがほとんどで、これまでの第５期総

合計画の流れを継承しているものである。時代や社会情勢、町の

課題や住民の思いの変化によって少しずつ加えて変えていくイメ

ージで体系を組んでいる。 

     次のページである。各編でどのような内容が記載されているかを

まとめたものである。第１編では生活環境、防災、交通防犯対策、

第２編では健康、福祉、子育て、第３編では教育、文化、スポー

ツ、第４編では食や農業、産業、商店街の活性化、地域資源を生

かした交流人口の拡大、第５編では生活基盤の整備、公共交通機

能、第６編では町民参加のまちづくりなどの内容で編成している。 



     次のページである。基本計画の構成は、５項目プラス１で組み立

てている。資料４のこの 12 ページと資料１の第６期清水町総合計

画の基本計画（施策体系）と照らし合わせて見ていただきたいが、

まずは１つ目として、現状と課題として、これまでの課題や現状

から、今後の課題やこれから何が必要となってくるかを表記し、

次の２番目の項目、基本的方向で、町のありたい姿や最終的にど

うなっていたいかを端的に分かりやすく示したいと考えている。

そして、次の３つ目、この施策に関連する指標では、基本的方向

で目指した姿を実現するためにどんな効果を上げたら達成できた

と言えるのかの数値目標を示す。そして、４つ目の項目で、関連

分野というところでは、総合計画は町の最上位計画であることか

ら、その下にたくさんぶら下がる条例や計画などを明示して、そ

して５つ目、関連事業として項目ごとの主な事業を示すといった、

誰もが見て分かりやすい総合計画にしたいと考えている。そして、

最後のプラス１のＳＤＧｓという項目は、これは国連サミットで

採択された 2030 年度までの国際社会全体の開発目標であり、国際

社会が目指す 17 の持続可能な開発目標とスケールは異なるもの

の、少子化対策、子育て支援、健康、教育、雇用、福祉などとい

った持続可能なまちづくりの実現に向けて各種取り組みを実施し、

方向性は総合計画でも同じであることから、同時に推進しようと

いうことで表記するものである。 

     次のページ、清水ミライ自分ごと化会議からの 20 の提案である。

今の資料４と資料２を一緒にご覧いただきたいと思う。まず、資

料の２については、表紙を開くと実施概要があり、２ページから

４ページまでが項目となっており、５ページ目から、それぞれの

提案と、その提案に対して町民ができること、地域ができること、

行政ができることという自助・共助・公助の視点でまとめられて

いる。清水ミライ自分ごと化会議では、町民アンケートを基に町

の強みを更に伸ばすという食と農業、文化とスポーツ、立地と交

通アクセスの３つのテーマ、町の課題を解決するという少子高齢

化、情報発信の２つのテーマで議論を進め、そのテーマごとに提

案を頂いた。 

資料２の５ページから９ページまでが食と農業についての５つの提

案である。この５つの提案では、清水町の最大の強みである農業や食

の魅力、地産地消の推進を内外に発信して町を認知してもらうこと、

新規就農やバイオガスプラントの推進など耕畜連携による農村環境

を維持していくことについて提案を頂いているものである。実際にど

のような話合いがなされ、どのような意見が出てきたかについては、

資料４に戻るが、15 ページに記載のとおり、農業の魅力を多くの人

へ伝えるためには実際に農業に触れることが一番であり、清水の子ど

もたちがもっと農業を身近に体験し、清水の食は豊かだということを

感じてもらうことが重要であるという意見。地産地消という点では、

地元産が地元に出回っている感覚があまりないので、鮮度を強みに、

清水の食材を清水で食することができれば、更に郷土愛の地産地消意

識が強くなるという意見。消費者はハネ品などの規格外でも、優れた

素材の農産品を購入したいと思っていること。生産者にとってはその

分手間がかかるが、ぜひ清水の農産品を手軽に購入できる直売所で、

内外ともに清水の食をＰＲできたらよいという意見。また、牛玉ステ

ーキ丼などは地元が誇る地元の食なので、価格面や家庭で調理ができ

るというお手軽感が鍵となって、ターゲットを町外と町内というふう

に明確に分ける考え方も地産地消の意識向上にはつながるという意



見。食育という点では、子どもたちに食べることの大切さを伝えるた

め家族そろって規則正しい生活を送るという、子どもにとって一番身

近で最初の社会である家庭で取り組みを実践すべきという意見など

が出された。 

     次に、２つ目のテーマ、文化とスポーツについては、資料２に戻

るが、10 ページから 12 ページのとおり、３つの提案を頂いた。

この３つの提案では、子どもの頃からドイツ語で第九を歌える特

徴を生かした文化活動の支援体制を強化すること、歴史と地域性

が高いアイスホッケーの町の認知度を活用して、清水らしい方策

を展開することなどの提案を頂いた。実際にどんな話がなされた

か、そしてどんな意見が出されたかについては、また資料４の 17

ページに戻るが、子どもたちが第九をドイツ語で歌える、学校の

チャイムが第九、町民で構成されたせせらぎ合唱団があるなど第

九に対する思い入れが強い町であることを理解した上で、これか

らも第九文化を更に広げていくため、第九を手軽に接することが

できる文化とするため、５年に１回の演奏会は継続するとして、

その間の４年間も小規模でも合唱コンクールや演奏会などのイベ

ントを開催し、第九文化に触れ続けていくこと。そして、その母

体となる実行委員会などに対し、町が強力にバックアップしてい

くことが重要であるという意見があった。アイスホッケーについ

ては、費用面にしても親の負担が大きいイメージはあるが、まず

は手軽さを重視して、触れる機会、体験してもらう機会を増やす

ことが必要であるということ。旅行会社との連携やゆるキャラの

開発なども楽しいＰＲ方法の一つの手段であるということ。そし

て、町外からのアイスホッケー留学を希望する子どもたちの受け

入れ体制や地元の子どもたちの支援など、アイスホッケーばかり

が町のスポーツではないが、歴史と地域性が高い清水らしい方策

で展開していくことを望むという意見があった。文化・スポーツ

の施設については、使用頻度の低い施設は安易に廃止の方向を出

すのではなく、積極的な利活用を進めるべきであり、維持補修経

費なども、魅力を伝え、クラウドファンディングを行うのも手段

の一つであるという意見が出された。 

     ３つ目のテーマの立地・交通アクセスについては、資料２に戻る

が、13 ページから 15 ページのとおり、３つの提案を頂いている。

この３つの提案では、町外からの交通アクセスの利便性を生かし

た関係人口、交流人口に取り組む施策や、通過されない目的地と

して、清水公園や産直市場など町の産品を町内外の人が購入でき

る拠点をつくること、そして町内の交通利便性や効率性を考えた

公共交通の在り方を再考することなどの提案を頂いている。立

地・交通アクセスについて、どのような話し合いがなされて、ど

のような意見が出されたかについては、また資料４に戻る。資料

４の 19 ページのとおり、高速道路のインターチェンジが町の中心

地から近いこと、ＪＲ駅、高速バスなど北海道の主要的な地域へ

のアクセスのよさや、その利点が運送業においても中継地点とし

て活用される便利な地域であること、これら様々な交通の利点が

ある中で、桜や紅葉などの景観だけではなく、飲食店やボートが

ある清水公園には町内外から多くの若者や家族連れが訪れている

ので、子育て世帯をターゲットとしたアスレチック施設や車中泊

のできるような設備を整えることができたなら、清水町が通過さ

れない目的地となり、更に多くの方に訪れてもらえる町になると

いう意見が多く出された。道の駅についても、清水町の立地を考



えれば検討する余地はあり、町内向けの特産品販売も兼ねて、町

外にも町の魅力を発信できる可能性を大いに持っているという声

がとても多く挙がった。町内の交通手段としては、充実した公共

交通機関から更に一歩踏み込んで、利用者への介護の手を差し伸

べられる体制を整えたり、免許返納後の足の確保など、更に現状

を把握した上で今後の在り方を再考する必要があること。そして

また、農村部と市街地の交通網を強化し、高齢者だけではなく、

子どもの移動手段の確保についても必要になってくるという意見

が挙げられた。 

     ４つ目のテーマ、少子高齢化についてである。資料２に戻る。資

料２の 16 ページから 20 ページに、課題を克服するという視点で

５つの提案を頂いた。この５つの提案では、若い世代が戻ってく

る受け皿をつくること、そして子供たちが遊べる環境を整備する

こと、高齢化によって在宅福祉、在宅医療、在宅介護などが進む

ため、地域で支え合うコミュニティーの推進や変革などの提案を

頂いている。少子高齢化でどのような意見が出されたかについて

は、資料４に戻る。資料４、21 ページのとおり、雇用や住環境を

整備し、子どもたちが戻ってくることができる町を実現したいと

いう強い意見、子育て支援制度はとても充実しているが子どもの

遊び場が不足しているという意見がとても多かったこと。また、

障害を持つ人を支える体制や行政によるきめ細やかなサポートも

重要であり、これからは少子化対策も当然必要であるが、子育て

しやすい町をつくること、そしてそんな命に優しい町となって、

選ばれる町になることが大切であるという意見を多く頂いた。高

齢化対策については、細やかな生活を手助けするのは行政よりも

近所付き合いであるため、若者と高齢者をつなぐ一番のコミュニ

ケーションである町内会を、昔のような近所付き合いのできる環

境に戻していくことが必要だとの意見も頂いている。 

     ５つ目のテーマ、情報発信について、資料２では 22 ページから

23 ページに、こちらも課題を克服するという視点で３つの提案を

頂いている。この３つの提案では、町民との大切なコミュニケー

ションである情報は、「伝える」から「伝わる情報」というふうに

すること、また、町の魅力発信には町民の郷土愛醸成が大事であ

るということ、それぞれが自分ごと化して町の魅力を発信できる

機運づくりが必要であるという意見、提案を頂いている。情報発

信で実際にどのような話し合いがなされてきたかについては、こ

ちらは資料４の 23 ページのとおり、外向きの情報発信ばかりでな

く、地元の人に町の魅力をどれだけ伝えられるかという点に多く

の時間を費やして進めてまいった。郷土愛をテーマに児童生徒へ

進めている学びをきっかけに、町を好きになることが将来的に町

の魅力を発信する力につながるという取り組みになっていくとい

うことや、情報発信という点でも町内会の役割はとても大事なの

で、地域の人が聞き手となって、出てきた意見を行政へ伝えると

いう仕組みができると、地域皆で聞いて地域皆で解決する雰囲気

がつくれるという意見が出された。情報の発信がテーマであった

が、情報を聞く姿勢が重要であること、これからは対話型の双方

向性を持った情報の発信が更に必要であるという意見を頂いた。 

     ここまでの 19 の提案のまとめとして、資料２の 24 ページ、そし

て、同じく資料４の 24 ページに記載しているが、20 個目の提案

として、これからの人口減少社会、そして新型コロナウイルスな

どによる新たな生活様式に変化していく社会情勢にもしっかりと



適応し、時代に合わせた対応で、この町に住んでいる町民が引き

続き幸せでいられるということに視点を置いて、町の規模は小さ

くなるけど質を高めていくという考えの下、提案の実現に向けて、

共に検討していきたいというものである。以上が、清水ミライ自

分ごと化会議からの 20 の提案の概要と、計７回の会議で出された

主な意見である。より理解を深めていただくために、詳しめに説

明をさせていただいた。 

     最後である。今後の展開である。資料４の 26 ページと、Ａ３版の

資料３をご参照ください。現在、企画課の素案をたたき台として、

自分ごと化会議の 20 の提案と担当課としての行政の視点を取り

入れた検討や、まちづくりセミナー、そして有識者で組織する総

合計画審議会で議論を進めてきた。今後のスケジュールについて

は、資料４では青から黄色の部分が今後である。資料３では、９

月から 12 月まで詳細を記載しているが、資料３の中段より少し下

の黄色の行政の欄のとおりであるが、９月 25 日、今週末に庁舎内

の基本計画の修正等を一旦取りまとめ、同時に約 300 の実施計画

の作成を進めてまいる。今後は、担当課ごとに検討した素案を、

関連部署が横の連携を図りながら施策に厚みを出す作業を行って

まいる。予定では 10 月 16 日からパブリックコメントを実施し、

同時に町内各種団体や町内の地域別に懇談会を開催し、多くの住

民との意見交換を経て、頂いたご意見を取り入れられるかどうか

も判断しつつ、総合計画を完成させていく予定である。資料３の

下段の議会に関するスケジュールについては、本日の協議会後は

進捗状況を適宜情報提供させていただき、12 月の定例会へお諮り

していく予定である。以上、第６期総合計画の策定状況について

説明させていただいた。 

桜井議長：今、企画課のほうから策定状況について説明を受けたわけである

が、何か質疑ないか。中島議員。 

中島議員：大変ご苦労されて、多くの町民の方の協力を頂いて、ここまで、

中間的とはいえ、まとめられたことに敬意を表したいと思う。そ

の中で内容的に、今、資料頂いて説明を聞きながら見ていたわけ

であるが、ちょっと感じたこと。資料２の５ページ、この中で、

提案１の私たち町民ということで、５番目に、明治乳業のものな

ど乳製品を購入する、これは、こういう町で発行する総合計画の

中に企業名を入れて問題ないのかどうか。ということは、牛乳製

品をつくっているところはほかでもあるわけだから、せめて「町

と関わりの深い」とかいろんな文章表現の仕方、ほかにないかな

と。どうもこの企業名というのは。明治乳業、事情は分かる。帯

広の工場、半分以上が清水の牛乳だというのも聞いているけども、

ここに会社名を入れるのはいかがかなというのが１点である。 

政策企画係長：この 20 の提案については、全７回なのだが、各７回終わった

後に、町民の皆さんから、強みを生かした課題を克服するための

改善提案シートというものを提出いただいて、その中で、町民が

できることは何、地域ができることは何、そして行政の役割は何

というふうに頂いているもので、我々行政が一旦修正をするもの

ではなく、町民の皆さんの生の声を 20 の提案として頂いたものな

ので、企業名が入ったりしているものはあるのだが、こちらは行

政が手を加えていないという、生の声として完成をさせているも

のである。 

中島議員：今の意見だと、もう、この先ちょっと二、三お話ししようと思っ

たが、やめる。私どもが何を言おうが、町民の提案だといってそ



れで終わりであるから。一応ここまでまとまったと報告というだ

けで止めるということだと思うので。この先ちょっと二、三聞き

たいことがあったけど、今のお答えだと、私たちが何を言っても、

変えられないとか、検討とか、提案した町民と実態としていろん

な事情を話し合うという気もないようであるから、もうお聞きす

るのはやめたいと思う。 

桜井議長：ほかに何か質疑ないか。鈴木議員。 

鈴木議員：すごくまとまっているので、このまま頑張ってほしいなと思う。

ただ、仕組みというか、概要についてちょっと確認させてもらう。

何がいいとか悪いではないけども。例えば議会の中で奥秋議員が

入っていたり、副町長がこの中のメンバーの参加委員になってい

る。議員としては、これは審査する側である、最終的には。そこ

の中に入っているというのは、多分もう大分前に、議員はこうい

うところに入らないというふうになったと認識していたのと、副

町長がこちらに入られるのは、提案側が構成に入るとやはりちょ

っと違和感を感じざるを得ないなと。ただ、もう９月に終わって

いるということなので、もう今更あれなのだが。多分、奥秋議員

も質問もできない状態になると思うので。これはやはり運用につ

いては、確か私の聞いている上では、総合計画審議会とか何かい

ろんな委員会に昔議員が入っていたのだけど、それはおかしいだ

ろうということでやめたはずなのである、何年か前に。そのまま

継続されているというのはちょっと違和感を感じざるを得ないと

いうことを一言言わさせていただいて、これについては何か答弁

はあるか。 

桜井議長：これについて、答弁あれば。課長。 

企画課長：違和感があるというお考えは、もっともだと思う。僕らのほうで

一番最初に無作為抽出というのをやったときに、あらかじめ職を

はじくということはしなかった。これは、完全にコンピューター

による無作為抽出というのを実施した。副町長も、役場の職員も、

議員も、全ての職種に均等にコンピューターによる照会をして、

その方が会議に参加してもいいということを拒むということを今

回はしなかった。これは事務局側の判断で、生活者視点というの

を大事にしたいというのがまず第一である。有識者を有する総合

計画審議会等は、こちらのほうである程度調整しながら、バラン

スのよい意見をもらいたいということなのであるけども、今回の

清水ミライ自分ごと化会議というのは、あくまでも有識者として

ではなくて、清水に住んでいる町民の立場として、生活者視点の

視点を強くしてご意見を頂きたいということで開催したものなの

で、職員だとか、議員だとか、有識者だとか、そういったことを

一切排除した中で実施したものだということをご理解いただけれ

ばと思う。 

桜井議長：よろしいか。鈴木孝寿議員。 

鈴木議員：理解できない。これは、次回以降。もう終わっているやつだから。

どう考えても、本来いたらやはりおかしい。審査する側が最初か

ら入っていたら、何の審査になるのかという、やはり整合性が取

れないなと。ただ、それは注意してほしいなというだけなのだけ

ど。あと、もう一点。資料２のコーディネーター兼ナビゲーター、

幕別、大樹、芽室のそれぞれ職員が入っていただいた。ありがた

いことだと思う。しかし、そこはやはり、企画課がリーダーシッ

プとってコーディネートしたほうがいいのではないかなというよ

うな気がする。ほかの町村が入っているというのは、すごく違和



感を感じるのである。これは、やはりひとづくりの上では、職員

の中でやったほうが本当はよかったのではないかなというような、

終わってから言うという話であるけど。次回以降含めて、そうい

うような、どうも内向きになってはいけないなと。せっかくここ

までやっているので、ぜひその辺、何かに、次に生かしていただ

ければというふうに思う。 

企画課長：頂いた意見は取り入れさせていただきたいと思う。 

鈴木議員：全体を見て、非常にいい話もあるし、話し合いをこれからも続け

ていかなければならない部分も多々あると思うけど、ぜひ精査し

て、よりよいものをつくってほしいなと思う。以上である。 

桜井議長：ほかに何か質疑ないか。 

（なしという声あり） 

桜井議長：なければ、第６期清水町総合計画の進捗状況については終わらせ

ていただく。 

    次に移る前に休憩する。 

 

【休憩 １３：３９（企画課退席、総務課参事入室）】 

【閉会 １３：４０】 

 

 

・清水町強靭化計画（案）について 

 

桜井議長：休憩前に引き続き、会議を続ける。 

引き続き、清水町強靱化計画（案）について、総務課のほうから説明

を受ける。 

総務課参事（鈴木聡）：（説明員の紹介） 

計画（案）について、10 月の広報にてパブリックコメントを実施す

るに当たって、計画概要、概ねの内容についてご説明させていただけ

ればと思う。平成 23 年の東日本大震災の経験を通じ、不測の事態に

対する社会経済のシステムの脆弱さが明らかとなり、大規模自然災害

の備えが国家的な重要課題として認知されている。そのような中、強

くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土

強靱化基本法──いわゆる国土強靱化基本法──が施行されて、国土

強靱化基本計画、北海道強靱化計画が策定されているところである。

本町においても、本町における大規模自然災害に対する脆弱性を評価

し、その対策を定めた清水町強靱化計画を国土強靱化基本法第 13 条

の規定に基づく地域計画として、国土強靱化基本計画及び北海道強靱

化計画との連携を図りつつ、清水町強靱化計画を策定していきたいと

考えている。計画の推進期間については、令和２年から令和６年まで

の５年間を定めている。計画の内容としては、大規模自然災害におい

て想定される 18 の起きてはならない最悪のシナリオを設定して、そ

の区分に応じて本町の脆弱性を評価した上で、最悪の事態の回避に向

けた事業として推進する住宅建築物の耐震化や情報伝達体制の強化

などの施策プログラムを定めることとしている。具体的なリスクシナ

リオについては、計画（案）の 10 ページに載せている。カテゴリー

として１から７番までを定めて、それぞれ細分化して、 18 の事態を

想定している。それに対する脆弱性の評価としては、計画（案）の

27 ページの別表１にそれぞれのカテゴリー別に掲載している。その

中で、指標として、現状値も調査した中で定めている。それに対する

施策プログラムとして、戻って、計画（案）の 14 ページ以降に施策

プログラムとして載せている。それぞれの取り組むべき内容について



記入していただいて、指標でも、目標で定める指標があれば、それも

併せて表示している。その中で、重点項目として特に取り組むべき事

項については、末尾に「重点」というような記載をさせていただいた

ところである。その施策の推進に当たって必要とする事業については、

最後尾になるが、計画（案）の 38 ページに各所管課ごとに取り組む

べき事業を掲載させていただいている。この推進事業を、今後、計画

的に進めていきたいと考えている。また、この計画に定めた事業につ

いては、国においても重点配分として予算化されるというふうにも聞

いている。今後については、この計画（案）を基に、10 月 16 日より

町民意見を募集して、提出のあった意見を踏まえて、遅くとも 12 月

までには計画策定を完了させたいというふうに考えている。以上、町

民意見募集制度、パブリックコメントを実施するに当たっての概略と

させていただきたいと思う。よろしくお願いする。 

桜井議長：今、総務課のほうから、清水町強靱化計画についてと今後の日程

についての説明があった。何か質疑ないか。川上議員。 

川上議員：案の最後の 38 ページに一覧が出ているのだけども、災害廃棄物等

の対策がこの内容には入っていない。それとも、どこかに入って

いるということでよろしいか。 

総務課参事：まず、災害廃棄物に対する取り組みとしては、今すぐ出てこな

くて申し訳ないが、災害廃棄物処理計画を定めるという形で計画

（案）本体のほうに定めている。それに伴って、特に補助事業で

実施する事業はないというふうに聞いているので、38 ページ以降

の推進事業はないけども、災害廃棄物に対する取り組みは行って

いくというふうにしている。 

桜井議長：よろしいか。ほかに何か質疑はあるか。鈴木孝寿議員。 

鈴木議員：これは多分、国からの作りなさいといったものだと私は認識して

いるのだけど。ちょうどいい時期に来ているので、総合計画との

リンクは特にないのか、もしくは、どういうふうな形で考えてい

くのかなと、そこだけお聞かせください。 

総務課参事：リンクというよりも、並列形式で進めていく形になるかと思う。

これは、どうしても社会資本整備を主体とした計画になるので。

ただ、全く総合計画にないものをこちらでやるというふうにはな

らないので、その整合性を図りつつ行っていくと。どうしても策

定が、こちらが先なものだから、これを受けての総合計画という

ふうになっていくかとは思う。 

桜井議長：ほかに質疑ないか。よろしいか。 

 （なしという声あり） 

桜井議長：なければ、清水町強靱化計画（案）については終了する。 

     休憩する。 

 

【閉会 １３：４７（総務課参事退室、子育て支援課入室）】 

【休憩 １３：４８】 

 

・認定こども園開設及び幼稚園統合スケジュール（案）について 

 

桜井議長：それでは、休憩前に引き続き会議を再開する。 

     子育て支援課より、認定こども園開設及び幼稚園統合スケジュー

ル（案）についての説明がある。よろしくお願いする。課長。 

子育て支援課長（逢坂登）：（説明員の紹介） 

     私のほうから、しみず保育所と清水幼稚園の統合等のスケジュー

ルについての説明をさせていただく。しみず保育所は今年４月か



ら開所をしている。開所後、数年後に清水幼稚園と統合して、認

定こども園にするという説明を兼ねてからさせていただいた。数

年後ということで、年度を明確に定めてなかったけども、今回資

料のとおり進めたいというふうに考えているので、説明させてい

ただく。予定では、今、幼稚園に入園している３歳児が卒園する

時期、ちょうど令和５年３月である。３月をもって幼稚園を閉園

して、清水幼稚園と統合して、認定こども園とするというもので

ある。Ａ４横の資料のスケジュール表をご覧いただきたいと思う。

今、説明したように、幼稚園は令和５年度３月末で閉園、そして、

しみず保育所は令和５年４月から認定こども園として進めること

を考えている。ただ、施設の都合等によって、認定こども園とし

て若干早くスタートしたほうが統合がうまくいくような状況であ

れば、少し早めに、例えば、12 月とか、１月とかという時期にで

も、認定こども園として開園をして、その後、幼稚園を統合する

ということも、ちょっと考えられているところである。これは北

海道との協議も必要であるので、その辺の進み具合によって、若

干、認定こども園の時期が前倒しになったり、若しくは、予定ど

おり令和５年４月からというふうになるということも考えられる

ということである。毎年 11 月に次年度の入園・入所者の募集をし

ている。今年 11 月の募集の際にも、今これから入園されるお子さ

んについては、統合後のこども園で卒園されるというのは、周知

もしてまいりたいというふうに考えているところである。以上、

簡単であるけれども、そういったスケジュールで進めたいという

ことで考えている。以上である。 

桜井議長：只今、子育て支援課のほうから、認定こども園開設に伴う幼稚園

統合スケジュール等について説明があった。何か質疑はないか。

鈴木議員。 

鈴木議員：多分、今月、委員会報告の件もあって、この部分も出てきたのか

なというふうにも思う。委員会報告書に出したかどうかは別とし

て、例えば、委員会報告書の中には、人員とか問題点をいろいろ

提起したので、今後もこのような形でも結構であるから、時を待

たずして、説明をこういうふうに入れていただけると、すごく町

民にも説明しやすいので。あとは、今度、人員の確保の問題とか、

そういうところも、ぜひよろしくお願いしたいと思うが。 

子育て支援課長：只今、鈴木議員がおっしゃったとおり、やはり、人員の確

保は大変重要なことである。今も、いろいろ募集をかけていると

ころである。特に、認定こども園にはいくつかの型があるが、幼

保連携型ということになれば、職員全員が幼稚園と保育士の両方

を持ってなければならないというような規定もある。これは一応、

基準内職員の話であるけども、そういった中で、幼稚園と一緒に

なれば、何とか、その分は確保できるというふうには考えている

のだけども、その辺あたりの人数もちょっと様子を見ながら、ま

た順次採用については検討していきたいというふうに思っている。

また、折があれば、こういった形で報告させていただきたいとい

うふうに思う。 

桜井議長：ほかに質疑ないか。 

 （なしという声あり） 

桜井議長：ないようなので、これで認定こども園開設及び幼稚園統合スケジ

ュール（案）については、終わらせていただく。 

     ここで休憩する。 

 



【休憩 １３：５３ （子育て支援課退室、農林課入室】 

【再開 １３：５４】 

 

・第２回十勝清水にんにく肉まつりについて 

 

桜井議長：休憩前に引き続き会議を続ける。 

     次に、第２回十勝清水にんにく肉まつりについて、農林課のほう

から説明を受ける。課長よろしくお願いする。 

農林課長（寺岡治彦）：（説明員の紹介） 

それでは、早速説明に入らせていただく。第２回十勝清水にんにく肉

まつりの今年度の開催については、事務局での検討を重ね、更に、農

協、商工会、観光協会、蔬菜振興会、行政の５団体のトップで組織す

る実行委員会を開催して、委員会でのご意見をいただいた中で、本日

ご説明するイベントの内容に変更することとした。内容については、

お配りしている資料に基づきご説明したいと思う。まず、１ページ目

に事業シートを載せている。実施の背景であるが、昨年度開催した第

１回十勝清水にんにく肉まつりについては、本町はもちろん他町や他

管内からも多数の来場者を迎えたところである。今年度も昨年同様

10 月上旬の開催を予定していたが、新型コロナウイルスの終息が見

えない中では、大々的なイベントの中止はやむを得ないものと判断し

た。しかし、十勝清水にんにくの産地化ＰＲに向けては、継続的に実

施していくことが必要であると考え、町内各飲食店の協力を得て、十

勝清水にんにくを活用した期間限定の創作料理を提供し、スタンプラ

リー方式での開催を行うこととしている。目的としては、昨年度と同

様である。町を挙げて、十勝清水にんにくの産地化ＰＲに取り組み、

地元町民はもちろん町内外の一般消費者への認知度向上を図り、生産

者の意欲向上と新たな地域ブランドとしての地域活性化を図るとい

うこととしている。町を挙げてということでは、やはり、実行委員長

は、町長が適任だという意見であったが、補助金の事業事務について

は、今年の予算委員会でご指摘を受けて、やはり、あまり望ましい方

法ではないということで、今年度においては、補助金申請事務を会長

から副会長であるＪＡ十勝清水町の氷見組合長に委任を行い、事務処

理を進めてまいりたいと思っている。続いて、事業内容と予算の説明

であるが、１枚めくっていただき、第２回十勝清水にんにく肉まつり

収支予算（変更案）で説明したいと思う。まず、収入の部である。町

と農協がそれぞれ 350 万円ずつ。それと道の地域づくり総合交付金に

ついては、補助対象経費が少ないということもあって、取り下げをし

ている。支出の部である。こちらは、会場設営費、警備・保険、ごみ

収集運搬、音響委託、申請書経費、こちらは全てゼロとしている。広

告料は当初予算どおり 250 万円、司会者謝礼として 15 万円。イベン

ト謝礼については、昨年度も来ていただいたが、期間中に森崎さんの

講演会を予定している。100 万円を見込んでいるところである。コロ

ナ対策費として、今回のイベントに出店、ご協力いただける店舗に、

それぞれ消毒液とフェースガード等をお配りしたいと考えていると

ころである。グッズ制作費、こちらは、にんにくの創作料理を注文し

てくださったお客様にマスクケース、キーホルダーを差し上げたいと

考えているところである。食材提供費、料理に使う十勝清水にんにく

の黒にんにく、あるいは、むきにんにくなど、３週間分の十勝清水に

んにくをそれぞれ無償で各店舗に提供したいと考えているところで

ある。抽選景品代、こちらは、スタンプラリーの景品 30 万円を見込

んでいる。より多くの方に当たるような地元の特産品等を考えている



ところである。予備費で 25 万円を見込んで、総額 700 万円。前年度

決算額が 858 万 3,835 円で、変更予算としては、700 万円としている

ところである。１番最後になるが、こちらは完成版ではない。一応、

このような形で、町内の新聞の折り込みに入れていこうと考えている

ところである。３週間、期間は 10 月５日から 10 月 25 日を予定して

いる。裏面には、それぞれ参加していただける出店者の店舗、それと

料理名等を見せたチラシを作成していきたいと考えているところで

ある。第２回十勝清水にんにく肉まつりの内容変更については、以上

である。 

桜井議長：農林課のほうから、今、第２回十勝清水にんにく肉まつりについ

ての説明があった。何か質疑はないか。中島議員。 

中島議員：今年度の変更予算ということで、700 万円ということである。そ

こに、広告料として、３分の１以上の 250 万をかけるというのは

いかがなものかなと。広告は必要である。有効な広告をするとい

うことで、それは一定の理解をしているが、もう少し広告の出す

タイミングとか、そういう工夫しながら。３分の１以上の予算を

使うというのはいかがなものかなとちょっと私は疑問を持ってい

る。その分、にんにくだけを無料にするのではなくて、過去にお

いては予定どおり作ったものが消化できなかった、かなり余った

ものが出たという話が出ているから、協力店に何らかの応援とい

うか、そういうふうに、少し回してもいいのではないかという思

いがするのだが、いかがか。 

農林課長：広告料 250 万円については、当初 250 万ということで見込んでい

た。再度、やり方の変更等があって、業者と打ち合わせをした中

で、ただいま見積もりを取っているところである。中島議員がお

っしゃったように、ここまではかからないかなとは思ってはいる

が、見積もりが、まだ正式に出ていないので、出た段階で、回せ

るものは回していきたいと考えている。 

中島議員：私の勘違いかも分からないので、もし間違ったらご指摘してくだ

さい。言っていただきたい。去年、新聞の両ページを開いたら全

部にんにく肉まつりという広告あったような気がする。かなり大

がかりに広告した記憶あるのだが、その辺についても、今お話が

あったように工夫をして。私は、広告も大事だが、協力してくれ

る地元の業者に大きな負担をかけないようなことも考えてやって

ほしいなという思いがあるので、広告のあり方について、十分な

検討をお願いしときたいと思うがどうか。 

農林課長：今、中島議員がおっしゃったとおり、予算見積もりが出た段階で、

また事務局等で検討して進めたいと思う。 

桜井議長：ほかに質疑ないか。山下議員。 

山下議員：イベント的には開催しないということなのだけども、このイベン

ト謝礼とか、司会者謝礼というのがあるのだけども、このやり方

というのは全然見えないのだが、どんな内容なのか。 

農林課長：森崎さんには昨年度お祭りに来ていただいており、「あぐり王国北

海道」でも、十勝清水にんにくの特集ということで、清水にいら

っしゃっている。そのつながりから、イベントについては、今年

度、森崎さんをまた呼んでもいいのでないかという話があって、

この３週間の期間のうち、森崎さんの事務所のほうと今かけあっ

ているのだけども、空いている日、10 月 17 日が今のところ有力

であるが、その日に森崎さんの講演会を開催していきたいと考え

ている。司会者謝礼については、その講演会で、ＦＭ─ＪＡＧＡ

のほうにお願いして進行していただこうと。内容については、ま



だ、はっきり決まっていないが、講演会のみになるのか、または、

にんにくの生産者との対談方式になるのかというところについて

は、今、事務所のほうと協議しているところである。 

山下議員：具体的に会場とか、どういった形式でやるとか。今、３密とかが

心配な部分があるので、そういった状況というのは、いろいろ考

えているのかどうか。 

農林課長：講演会については、文化センターの大ホール、800 人入れるとこ

ろで、今のところ先着順で 200 人を想定しているところである。

これも、また事務所のほうと相談なのだけども、せっかく来てい

ただいた森崎さんには、できれば飲食店２店舗ぐらい、回ってい

ただけないかというところも相談しているところである。 

山下議員：ちょっと中島議員と重なるのであるが、広告については、いろん

な部分で、３密とか考えれば、やはり、どうなのかなという分が

あるので。大々的に呼ぶのか、あるいは町内の方に呼びかけるの

か、そういった方向性というのがちょっと見えないのだが。十勝

全体に呼びかけるのか、あるいは、今回の肉・丼まつりみたく、

町内の方々に参加してもらうのか、その辺の方向性はどのような

感じなのか。 

農林課長：折り込みについては、町内の新聞折り込みのみに限定させていた

だきたいと思っている。また、あと、ＦＭ─ＪＡＧＡのほうでも

宣伝していただけるということであるので、町外から来られるお

客様についても、スタンプラリーには参加可能だということで、

周知はしてまいりたいと思っている。 

山下議員：食材提供ということであるが、昨年はなかったのだが、今年、予

算があるから食材を提供するのか、その辺ちょっとお伺いする。 

農林課長：今回は、にんにくを使った創作料理をできれば、イベントに協力

してほしいということで、そういった部分で、いろいろなメニュ

ーを試作段階から使用されていると。そういった部分で、期間中

もそうだけども、試作についても、実行委員会のほうで無償提供

するという形でやらせてもらっている。 

桜井議長：ほかに質疑はあるか。 

川上議員：今、広告の話をちょっとお聞きして、チラシは町内だけで配布す

るということ。でも、ここでは新聞広告というのは、新聞紙面に

出す広告ということではないのか。チラシということか。 

農林課長：はい。 

川上議員：であれば、重なるのだけども、250 万円というと、どこかの広告

代理店に発注するということなのか。 

農林課長：広告のデザインと印刷、それと最終的に終わった段階で、小冊子

みたいな、今回のイベントで出していただいたお店を紹介するよ

うな小冊子も作ってまいりたいと考えている。全て業者さんのほ

うに委託して進めてまいりたいと考えている。 

桜井議長：ほかに質疑はあるか。鈴木議員。 

鈴木議員：町外から、また町内から、どのぐらいの人数を目標にされている

のか、数値目標をお聞かせください。 

農林課長：初めて行う企画であと３週間という期限がある中であるが、目標

人数ということでは、昨年度開催したまつりには 5,000 人という

ことで町内外から多く来ていただいたのであるけど、今回は主に

町内のみ周知するということで行う。新聞折り込みも、10 月５日

から開催するということで、その前に１回周知して、開催期間中

にもう１回周知して、できるだけ多くの方に来店していただきた

いということは考えているが、人数的なものはちょっと予測がつ



かないところである。 

鈴木議員：町内周知で広告料 250 万円をかけるということになる。実行委員

会も、このコロナ禍の中ですごい苦労をしているのは分かってい

るのだけど、これで効果が出るのかなと。森崎さんも１日だけで

出すということで、その後のいろんなつながりのためにやるとい

うのであれば、それはそれで問題はないのだけど。でも、あまり

にも丼勘定過ぎて、やるなとは言わないけど、やるなら、もうち

ょっと計画を立ててやっていただかないと。350 万円は税金であ

るし、農協も 350 万円も出しているのだから。何を質問していい

かが分からないぐらい一杯あり過ぎて質問しづらいのだけど、町

内周知であれば、こんなに広告料をかける必要がないと。逆に、

500 円券を渡して、丼まつりのようにやられたほうが、まだ効果

が上がるのではないかなという気はしないでもない。そこの違い

と、今回のまつりの違いの明確な違いだけ、教えてください。 

農林課長：全て広告については、１社、昨年もお願いしている業者に今回も

お願いするところである。その中で、もちろん、ポスターやチラ

シ、それと先ほど言った、まつりが終わった後の小冊子、それと、

出店される店舗のほうに、昨年も作ったのだけど、十勝清水にん

にくのＴシャツを配布、それとエプロンも、ちょっと検討してい

るところである。そういったものを、今見積もりを出してもらっ

ているところであるので、250 万円までかからないと私も思って

はいるが、その分、先ほど言われたように、また事務局のほうで

相談して、ほかの部分に振り分けるだとかということはしていき

たいと思う。 

鈴木議員：今日は何で全員協議会にこれ出したのか。何も決まってないので

はないか。何も決まってない中で、我々が聞いたでしょうという

裏づけ取りたいだけでやっているのかなと。決して反対している

のではない。ぜひ、やってほしいのだけど、これで、どうやって

町民に説明するのか。説明のしようがない。去年も言われたが、

ぎりぎりに開催するときに、議会待ちで、議員が反対したら終わ

りみたいなことを言われた。今回も、提案する側が固まってない

のに我々に出されても、我々は何を聞けばいいのかちょっと難し

い。どうぞ、やってくださいと言いたいのだけど、これでは説明

がつかない。要望であるが、町民にとっていいまつり、また、生

産者にとっていいまつり、そして、本来の目的はにんにくの清水

町をアピールしたいのだと思うのだけど、これでアピールできる

のかというのを強く指摘させていただきたいと思う。回答はなく

てもいい。 

桜井議長：ほかに質疑ないか。 

 （なしの声あり） 

桜井議長：これで農林課からの第２回十勝清水にんにく肉まつりについては、

終わらせていただく。 

    ここで休憩する。 

 

【休憩 １４：１５ （執行側退席）】 

【再開 １４：２０】 

 

（２）議会運営委員会からの報告事項について 

 ・模擬議会について 

 



桜井議長：休憩前に引き続き会議を続ける。 

    （２）議会運営委員会からの報告事項について、これは模擬議会等

について、議会運営委員長のほうから説明をしていただく。 

鈴木議会運営委員長：迫ってまいった模擬議会について、それぞれ高校生か

ら別添のとおり質問通告があった。これについては、議長から執

行側に提出をしている。日程の確認であるけど、９月 29 日（火）

13 時 15 分から 15 時 05 分、13 時役場集合で、清水高校に向かっ

て、模擬議会のリハーサルに同席する。その後、10 月６日の本番

については、13 時 30 分から本会議場において行う予定となって

いる。模擬議会の席次になるけども、３人ずつのペアでやってい

るので、それぞれのチームが近くにいたほうがいいということで、

今のところはこのような形になっているが、皆さんのご意見を賜

りたいと思う。あと、一般質問通告書の後ろには、この前の議会

傍聴の際の感想文も入っているので、併せてご覧いただければと

思う。どうぞよろしくお願いする。 

桜井議長：今、議会運営委員会委員長のほうから模擬議会についての説明が

あった。皆さんのほうから、何か質疑はないか。 

 （なしという声あり） 

桜井議長：それでは、この件については、模擬議会のリハーサルもあるので、

各議員においては、よろしくお願いする。 

 

（３）その他 

 

桜井議長：次に、（３）その他ということであるが、まず、皆さんのほうから、

何かないか。 

 （なしという声あり） 

桜井議長：事務局のほうもないということであるので、これで全員協議会を

終わらせていただく。ご苦労さまであった。 

 

【終了 １４：２２】 

 


